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こ
こ
数
年
、
私
は
正
親
町
町
子
（
一
六
七
九
〜
一
七
二
四
）
の
『
松
蔭
日
記
』（
一
七
一
二
年
頃
成
立
）
の
英
訳
作
成
に
専
念
し
て
き

た
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
宮
川
葉
子
氏
の
『
柳
沢
家
の
古
典
学
（
上
）
―
「
松
陰
日
記
」』（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
町
子
自
筆

本
に
よ
る
新
し
い
翻
刻
が
、
私
の
翻
訳
を
可
能
に
し
た
。
通
釈
や
数
千
に
及
ぶ
細
か
い
注
釈
付
き
の
宮
川
氏
の
労
作
は
、「
柳
沢
家
の
古

典
学
」
は
も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
も
の
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
世
界
に
焦
点
を
当
て
、
目
に
見
え
る
よ
う
に
し
た
。
徳
川
五
代

将
軍
綱
吉
（
一
六
四
六
〜
一
七
〇
九
、
在
位
一
六
八
〇
〜
一
七
〇
九
）
の
側
近
で
あ
る
柳
沢
吉
保
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
四
）
の
私
生

活
、
裕
福
な
武
家
と
そ
う
で
は
な
い
公
家
の
微
妙
な
や
り
と
り
、
何
人
も
の
公
家
出
身
女
性
の
人
生
、
そ
し
て
平
安
時
代
文
学
の
近
世

に
お
け
る
受
容
、
な
ど
、
宮
川
氏
の
『
松
陰
日
記
』
は
読
者
に
多
く
を
語
っ
て
い
る
。

　
『
松
蔭
日
記
』
に
惹
か
れ
た
理
由
は
や
は
り
『
源
氏
物
語
』
の
流
れ
を
く
む
か
ら
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
は
女
性
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
が
、
平
安
時
代
よ
り
現
代
ま
で
、
写
本
を
校
合
（
複
数
の
写
本
を
見
比
べ
て
訂
正
）
し
た
り
、
注
釈
書
を
作
成
し
た
り
し
て
物
語
を

特
別
講
演
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後
世
に
伝
え
た
の
は
男
性
の
公
家
、
歌
人
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
は
国
学
者
で
、
彼
ら
が
賞
賛
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
女
房
と
し
て
働
い
て
い
た
女
性
も
貴
重
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い（

（
（

。
近
衛
家
に
生
ま
れ
た
花
屋

玉
栄
（
一
五
二
六
〜
一
六
〇
二
頃
）
は
、
男
性
に
よ
る
細
か
す
ぎ
る
注
釈
書
を
批
判
し
、
女
性
の
た
め
の
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
花

屋
抄
』（
一
五
九
四
年
完
成
）
と
『
玉
栄
集
』（
一
六
〇
二
年
完
成
）
を
書
い
た
。
ま
た
、
中
院
仲
子
（
一
五
九
一
頃
〜
一
六
七
一
）
と

い
う
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一
〜
一
六
一
七
、
在
位
一
五
八
六
〜
一
六
一
一
）
の
権
典
侍
は
猪
熊
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
後
、『
源
氏
物

語
』
関
係
の
歌
集
な
ど
を
流
罪
先
に
持
っ
て
行
っ
た（

（
（

。

　
『
松
蔭
日
記
』
の
著
者
で
あ
る
正
親
町
町
子
も
玉
栄
や
仲
子
と
同
じ
く
、
過
去
の
『
源
氏
物
語
』
の
女
性
読
者
の
一
人
で
あ
る
。
柳
沢

吉
保
の
側
室
と
し
て
町
子
は
一
六
九
三
年
か
ら
二
十
年
以
上
、
吉
保
が
亡
く
な
る
一
七
一
四
年
ま
で
仕
え
、
そ
の
間
四
男
の
安
通
（
後

経
隆
と
改
名
、
一
六
九
四
〜
一
七
二
五
）
そ
し
て
五
男
の
時
睦
（
一
六
九
六
〜
一
七
五
〇
）
を
生
み
育
て
、
主
人
吉
保
の
伝
記
と
で
も

い
う
べ
き
『
松
蔭
日
記
』
を
書
い
た
。
そ
の
著
述
過
程
で
『
源
氏
物
語
』
が
『
松
蔭
日
記
』
の
重
要
な
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。『
松
蔭
日
記
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
深
い
関
係
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
も
多
い
の
で
、
本
論
で
は
触
れ
な
い（

（
（

。

『
松
蔭
日
記
』

　
『
松
蔭
日
記
』
と
い
う
題
名
は
、
奈
良
県
北
部
の
大
和
郡
山
市
・
柳
沢
文
庫
に
現
存
す
る
町
子
自
筆
草
稿
本
に
よ
る
。
宮
川
氏
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
清
書
本
の
表
題
は
「
松
家
気
」
で
、
草
稿
本
は
「
松
か
け
の
日
記
」
で
あ
る（

（
（

。
が
、『
松
蔭
日
記
』
は
日
記
で
は
な

い
。
状
況
の
描
写
、
叙
述
は
年
代
順
に
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
作
者
の
日
々
の
出
来
事
の
記
録
で
は
な
い
。『
松
蔭
日
記
』
は
、『
源

氏
物
語
』
や
『
栄
花
物
語
』
の
よ
う
に
、
女
性
の
語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
一
つ
の
物
語
、
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
語
り
手
は

ど
こ
に
で
も
い
る
、
何
で
も
見
る
、
聞
く
、
察
す
る
、
王
朝
物
語
の
女
房
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
者
に
語
り
続
け
る
。
そ

－ 167 －� （2）（3）



う
し
て
書
か
れ
た
物
語
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
見
事
な
即
時
性
、
直
接
性
、
読
者
が
語
り
手
に
よ
っ
て
そ
の
場
、
そ
の
場

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
主
人
公
の
柳
沢
吉
保
あ
る
い
は
語
り
手
の
頭
の
中
ま
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

例
を
二
つ
見
よ
う（

（
（

。

　

巻
第
二
「
た
び
こ
ろ
も
」
で
、
綱
吉
が
初
め
て
吉
保
邸
に
御
成
に
な
る
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
三
月
二
十
二
日
の
準
備
や
当
日
の

様
子
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
る
。
綱
吉
が
自
ら
能
を
舞
う
場
面
で
あ
る
。

よ
き
程ほ

ど

に
、
物
の
音ね

に
つ
れ
て
静し

づ

か
に
出
さ
せ
給
ふ
御
あ
り
さ
ま
、
あ
な
め
で
た
と
見
え
た
り
。（
略
）
は
じ
め
に
は
難
波
、
橋
弁

慶
な
ど
い
ふ
。
羽
衣
、
是ぜ

が
い界

、
乱み

だ
れ

な
ど
い
と
面お

も
し
ろ白

う
、
物
の
音ね

も
う
ち
合あ

ひ
（
略
）
み
な
人
思お

も

ひ
消け

ち
た
り
。
家い

へ
び
と人

な
ど
も

と
り
〴
〵
に
奏そ

う

し
聞き

こ
え
き
。
見
奉
る
人
々
は
、
一ひ

と
ゞ
の殿

ゝ
内う

ち

隙
な
く
立た

ち
込こ

み
て
、
心
の
限か

ぎ

り
目め

も
あ
や
に
詠
入
て
、
限か

ぎ

り
な
う

驚お
ど
ろ

く
ば
か
り
面お

も
し
ろ白

き
時
と
は
、
思お

も

ほ
え
ず
「
や
ゝ
」
と
誉ほ

め
囃は

や

し
奉
り
な
ど
し
て
、
い
と
賑に

ぎ

は
ゝ
し
く
花
や
か
な
る
御
遊あ

そ
び

な
り

か
し
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
158

－

159
頁
）

　

語
り
手
は
「
あ
な
め
で
た
と
見
え
た
り
」
と
か
「
見
奉
る
人
々
は
…
…
思
ほ
え
ず
「
や
ゝ
」
と
誉
め
囃
し
奉
り
な
ど
し
て
」
と
言
う

表
現
を
選
び
、
綱
吉
が
自
ら
能
を
舞
う
そ
の
場
に
い
た
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
成
す
る
。

　

こ
こ
で
「
作
者
町
子
」
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
語
り
手
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、「
語
り
手
」
は
「
作
者
町
子
」
が
作
っ
た
登
場

人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
在
人
物
の
徳
川
綱
吉
や
柳
沢
吉
保
も
登
場
人
物
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
『
松
蔭
日
記
』
の
外
に
も
存
在
し
、
他

の
歴
史
資
料
や
文
章
で
も
行
動
が
確
認
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
「
語
り
手
」
は
『
松
蔭
日
記
』
の
外
に
は
、
存

在
し
な
い
登
場
人
物
な
の
で
あ
る（

（
（

。
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で
は
二
つ
目
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
巻
第
八
「
法
の
と
も
し
火
」
で
、
東
叡
山
寛
永
寺
に
根
本
中
堂
が
建
立
さ
れ
る
様
子
が
詳
細
に

描
写
さ
れ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
九
月
三
日
に
は
中
堂
供
養
が
行
わ
れ
る
。

庭
上
を
見み

れ
ば
、
回ク

ワ
イ
ラ
ウ廊

の
前
懸か

け
て
、
例れ

い

の
兵

つ
は
も
の

具ぐ

し
つ
ゝ
、
こ
と
〴
〵
し
き
弓
矢や

な
に
や
と
才か

ど

め
き
た
る
様さ

ま

に
て
あ
り
。
こ
れ

ば
か
り
も
世よ

の
常つ

ね

の
事
と
は
見
え
ず
か
し
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
325
頁
）

さ
て
雅う

た
れ
う

楽
寮
の
官
人
、
気け

は
い
よ
そ

勢
装
ほ
し
う
つ
く
ろ
ひ
て
、
左
右
に
分わ

か
れ
て
舞
人
を
誘い

ざ
な

ひ
つ
ゝ
南
門
の
傍か

た
は

ら
よ
り
入
。
蝶テ

フ

、
鳥ト

リ

、

菩ぼ
さ
ち薩
の
舞
人
、
目め

な慣
れ
ぬ
様さ

ま

に
飾か

ざ

り
立た

て
ゝ
い
と
面お

も
し
ろ白
き
物
の
音
吹
た
て
ゝ
う
ち
合あ

は

せ
て
参ま

い

る
程ほ

ど

、
そ
ゞ
ろ
寒さ

む

き
ま
で
面お

も
し
ろ白
う
、

浮う

き
世
の
事
と
は
見み

え
ず
麗う

る
は

し
う
い
み
じ
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
328

－

329
頁
）

　

綱
吉
が
能
を
舞
う
場
面
と
同
じ
く
、
語
り
手
は
「
庭
上
を
見
れ
ば
」、「
世
の
常
の
事
と
は
見
え
ず
か
し
」、
そ
し
て
「
そ
ゞ
ろ
寒
き
ま

で
面
白
う
」
な
ど
の
表
現
を
用
い
て
、
そ
の
場
に
い
た
か
の
よ
う
に
、
出
来
事
を
述
べ
る
。

　

こ
こ
で
見
て
き
た
二
つ
の
例
は
『
松
蔭
日
記
』
の
物
語
的
性
格
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
と
い
う
の

で
は
な
い
。
綱
吉
が
元
禄
四
年
三
月
二
十
二
日
に
初
め
て
吉
保
邸
に
御
成
に
な
っ
た
こ
と
は
、
他
の
史
料
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
歴

史
的
事
実
で
あ
る（

（
（

。
が
、『
松
蔭
日
記
』
の
作
者
町
子
は
、
当
日
は
吉
保
邸
に
い
な
か
っ
た
。
綱
吉
の
こ
の
最
初
の
御
成
は
、
町
子
が
吉

保
の
側
室
に
な
る
前
の
出
来
事
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
元
禄
十
一
年
九
月
三
日
に
、
寛
永
寺
の
中
堂
供
養
が
行
わ
れ
た
の
も
歴
史
的

事
実
で
あ
る（

（
（

。
が
、『
松
蔭
日
記
』
の
作
者
町
子
は
、
当
日
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
幕
府
の
公
の
儀
式
に
女
性

が
参
列
し
な
い
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
。
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物
語
作
者
は
、
自
分
が
経
験
し
て
い
な
い
出
来
事
を
語
る
の
が
仕
事
で
、
ど
れ
ほ
ど
リ
ア
ル
に
、
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
読
者
に
語

り
得
る
か
が
、
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
と
言
え
よ
う
。『
松
蔭
日
記
』
の
最
初
の
三
巻
な
い
し
四
巻
で
は
、
町
子
が
吉
保
の
側
室
に
な
る
前
の

出
来
事
が
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
徳
川
幕
府
の
設
立
、
柳
沢
家
の
由
来
、
吉
保
の
嫡
男
吉
里
の
誕
生
、
吉
保
の
父
安
忠
の
死
、
柳

沢
家
の
菩
提
寺
に
な
っ
た
正
覚
山
月
桂
寺
の
整
備
、
な
ど
の
出
来
事
で
あ
る
。
が
、
こ
の
こ
と
は
町
子
が
吉
保
の
側
室
に
な
っ
た
後
も

同
じ
で
あ
る
―
『
松
蔭
日
記
』
を
と
お
し
て
、
町
子
自
身
が
ま
っ
た
く
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
確
実
に
経
験
し
た
と
思
わ
れ
る
こ

と
も
、
語
り
手
に
よ
っ
て
と
て
も
リ
ア
ル
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

町
子
が
経
験
し
て
い
な
い
出
来
事
を
、
歴
史
的
事
実
に
沿
っ
て
正
確
に
語
り
手
に
語
ら
せ
た
の
は
何
を
参
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

周
知
の
よ
う
に
、
参
考
に
し
た
の
は
柳
沢
家
の
公
的
記
録
『
楽
只
堂
年
録
』
で
あ
る
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
四
月
六
日
、
江
戸

神
田
橋
に
あ
っ
た
柳
沢
家
は
火
災
に
よ
り
、
す
べ
て
の
記
録
類
を
消
失
し
た
。
吉
保
は
お
抱
え
の
学
者
、
荻
生
惣
右
衛
門
（
後
の
徂
徠
、

一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
に
命
じ
て
各
所
に
残
る
記
録
類
を
収
集
し
、
同
年
十
二
月
ま
で
に
復
元
さ
せ
た
。
そ
の
記
述
は
、
吉
保
の
先

祖
よ
り
始
ま
り
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
六
月
十
八
日
、
嫡
男
吉
里
に
家
督
を
譲
り
、
妻
・
側
室
た
ち
を
連
れ
て
自
ら
六
義
園
に
隠

退
す
る
ま
で
、
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
町
子
が
『
楽
只
堂
年
録
』
を
参
考
に
し
た
の
は
何
も
私
の
指
摘
で
は
な
い
。
宮
川
氏
は
『
松
蔭
日
記
』
の
注
釈
で
史
実

と
の
対
比
を
細
か
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
楽
只
堂
年
録
』
を
多
く
引
用
さ
れ
、
興
味
深
い
。
比
較
し
て
み
る
と
、『
楽
只
堂
年
録
』
の

記
述
は
『
松
蔭
日
記
』
の
記
述
よ
り
遙
か
に
詳
細
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
例
え
ば
人
々
が
交
わ
し
た
贈
答
品
、
あ
る
い
は

綱
吉
や
公
弁
法
親
王
の
御
成
の
際
に
飾
っ
た
調
度
品
、
あ
る
い
は
何
か
の
祝
い
に
人
々
が
詠
ん
だ
歌
な
ど
、『
楽
只
堂
年
録
』
で
は
徹
底

的
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
松
蔭
日
記
』
で
は
、
語
り
手
が
「
省
筆
」
と
い
う
技
法
を
非
常
に
う
ま
く
使
用
し
、『
楽
只
堂
年
録
』
で
は
延
々

と
続
く
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
品
々
や
歌
を
省
く
。
例
を
二
つ
見
て
み
よ
う
。
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巻
第
七
「
春
の
池
」
で
は
、
綱
吉
の
母
、
桂
昌
院
が
吉
保
邸
に
御
成
に
な
り
、
語
り
手
は
こ
う
書
く
。

奉
り
物
、
御
引
出
物
、
ま
た
い
と
さ
ま
〴
〵
に
て
あ
り
け
れ
ど
、
何な

に

と
か
や
、
さ
や
う
の
折お

り

の
事
、
必か

な
ら

ず
し
も
書か

き
立
ん
事
か

は
。」（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
288
頁
。『
楽
只
堂
年
録
』
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
九
月
十
二
日
の
条
を
参
照
。）

　

巻
十
四
「
玉
か
し
は
」
で
は
、
吉
保
が
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
八
月
十
五
夜
に
開
い
た
歌
会
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
際
に

詠
ま
れ
た
た
く
さ
ん
の
歌
を
語
り
手
は
「
水
に
依
り
て
月
明
ら
か
な
り
」
と
い
う
題
の
三
首
し
か
載
せ
な
い
。
そ
れ
は
「
君
」、
つ
ま
り

吉
保
が
詠
ん
だ
一
首
、「
正
親
町
前
大
納
言
公
通
卿
」、
つ
ま
り
町
子
の
父
親
が
寄
せ
た
一
首
、
そ
し
て
「
太
郎
君
の
母
君
」、
つ
ま
り
吉

保
側
室
の
飯
塚
染
子
（
一
六
六
七
〜
一
七
〇
五
）
が
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。
残
り
の
歌
は
「
さ
て
そ
の
日
の
歌う

た

ど
も
多お

ほ

く
あ
り
け
れ
ど
、

珍め
づ
ら

し
げ
な
き
は
載の

せ
ず
」
と
省
略
す
る
（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
532

－

533
頁
）。
そ
れ
に
対
し
て
『
楽
只
堂
年
録
』
元
禄
十
五
年
（
一
七

〇
二
）
八
月
十
五
日
の
条
で
は
、
い
く
つ
も
の
題
に
寄
せ
た
二
十
八
首
も
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
作
者
町
子
は
『
楽
只
堂
年
録
』
の
記
録
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
語
り
手
を
も
っ
て
「
省
筆
」
と
い
う
技
法
を
適
切

に
利
用
し
て
大
幅
に
短
縮
し
、
歴
史
的
事
実
を
、
物
語
と
い
う
形
の
作
品
に
変
貌
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
物
語
の
「
省
筆
」
と
い
う
技
法

に
関
し
て
も
先
行
研
究
が
多
く
、
興
味
深
い
問
題
だ
が
、
枚
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
本
論
で
は
こ
れ
以
上
ふ
み
こ
ん
で
言
及
し
な
い（

（
（

。

　
『
松
蔭
日
記
』
で
は
『
楽
只
堂
年
録
』
に
記
録
さ
れ
な
い
出
来
事
も
記
さ
れ
る
。
特
に
町
子
と
吉
保
の
親
密
な
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
箇

所
は
一
切
『
楽
只
堂
年
録
』
に
記
さ
れ
な
い
。
短
い
例
を
一
つ
だ
け
ご
紹
介
し
よ
う
。
巻
十
九
「
ゆ
か
り
の
は
な
」
で
は
、
吉
保
と
語

り
手
の
和
歌
の
贈
答
が
あ
る
。
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此
頃こ

ろ

御お
ま
へ前

近ち
か

き
藤
の
花
房ぶ

さ

の
い
と
長な

が

き
に
付つ

け
て
給
は
せ
た
り
。

　

咲さ

く
藤
の
ゆ
か
り
と
な
ら
ば
か
け
て
見
よ
花
の
萎し

な

ひ
の
長な

が

き
契
り
を

い
で
さ
し
過す

ぎ
た
れ
ど
、

　

藤
波な

み

に
か
け
て
も
嬉う

れ

し
言
の
葉は

の
花
の
ゆ
か
り
の
深ふ

か

き
契
り
は

な
ど
ま
め
や
か
に
聞き

こ
え
つ
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
691
頁
）

こ
の
贈
答
が
本
当
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
、『
楽
只
堂
年
録
』
な
ど
、
他
の
史
料
で
は
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
読
者
と
し
て

語
り
手
を
信
じ
た
い
、
実
際
に
吉
保
と
町
子
自
身
の
間
に
こ
の
よ
う
な
贈
答
歌
が
度
々
あ
っ
た
、
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
際
は

わ
か
ら
な
い
。

　

以
上
の
例
な
ど
に
鑑
み
て
、『
松
蔭
日
記
』
は
事
実
に
基
づ
い
た
物
語
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
綱
吉
の
賢
明
、
吉
保
の
つ
と

め
ぶ
り
な
ど
は
、
大
い
に
語
ら
れ
る
が
、
吉
保
と
語
り
手
の
贈
答
歌
の
よ
う
に
、
町
子
自
身
の
経
験
と
思
わ
れ
る
出
来
事
も
語
ら
れ
る
。

『
松
蔭
日
記
』
は
歴
史
書
で
も
あ
り
、
伝
記
で
も
あ
り
、
一
種
の
回
顧
録
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
語
り
手
」
で
は
な
く
、
突
然
「
町
子
自
身
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
松
蔭
日
記
』
に
つ
い
て
話

し
た
り
書
い
た
り
す
る
う
ち
に
、
物
語
文
学
の
研
究
が
度
々
依
拠
し
て
き
た
「
語
り
手
」
と
い
う
概
念
の
有
益
性
に
は
や
は
り
限
界
が

あ
る
、
と
時
々
感
じ
る
た
め
で
あ
る
。『
松
蔭
日
記
』
の
語
り
手
で
さ
え
、
そ
の
不
都
合
に
気
づ
く
場
面
も
あ
る
。
特
に
、
語
り
手
は
、

町
子
の
生
ま
れ
育
っ
た
家
族
や
子
供
、
あ
る
い
は
自
身
が
実
際
に
経
験
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
、「
語
り
手
」

と
「
作
者
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
消
え
が
ち
で
あ
る
。
例
を
一
つ
見
て
み
よ
う
。

　

巻
第
六
「
と
し
の
く
れ
」
で
は
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
六
月
十
二
日
に
町
子
の
二
人
目
の
子
供
が
生
ま
れ
る
。
語
り
手
は
次
の
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よ
う
に
述
べ
る
。

そ
の
月
、
五
郎
君
生む

ま
れ
給
ふ
。
産う

ぶ

屋
の
う
ち
、
何な

に

く
れ
と
め
で
た
き
さ
ま
な
れ
ど
、
よ
そ
人
の
や
う
に
何な

に

か
は
言い

ひ
た
て
も
せ

ん
と
思お

も

へ
ば
聞
え
に
く
ゝ
て
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
267
頁
）

子
供
が
生
ま
れ
た
と
い
つ
も
な
ら
め
で
た
く
言
う
が
、
今
回
は
自
分
の
こ
と
を
語
る
の
で
、
中
々
、
と
語
り
手
は
難
し
が
る
。
が
次
の

文
章
で
語
り
手
は
普
段
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
。

秋
に
な
り
て
御
所
の
渡わ

た

ら
せ
給
ふ
折お

り

に
、
御
対た

い
め
ん面
給
は
り
、
有あ

り
と
し俊
の
御
佩は

か
し刀
な
ど
給
は
ら
せ
給
う
。
何な

に

事
も
四
郎
君
の
折お

り

に
変か

は

ら

ず
か
し
づ
か
れ
給
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
267
頁
）

こ
の
よ
う
な
箇
所
を
読
ん
で
、
結
局
語
り
手
と
い
う
も
の
は
、
独
立
し
た
存
在
で
は
な
い
、
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
語
り
手
が
選
ぶ
言
葉
も
、
そ
も
そ
も
語
り
手
の
観
察
も
、
作
者
町
子
自
身
と
同
一
の
も
の
と
は
言
わ
な
い
が
、
少
な
く
と
も

作
者
町
子
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
松
蔭
日
記
』
は
ど
の
よ
う
な
作
品
な
の
か
に
つ
い
て
は
こ
の
ぐ
ら
い
に
し
、
以
下
本
題
の
『
松
蔭
日
記
』
の
読
者
に
つ
い
て
移
り
た

い
。
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『
松
蔭
日
記
』
の
読
者

　
『
松
蔭
日
記
』
は
何
も
柳
沢
家
秘
蔵
の
書
物
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
流
布
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
も
っ
ぱ
ら
歴
史
的
事
実
を
語
る
『
楽
只
堂
年
録
』
は
、
編
集
さ
れ
た
当
初
か
ら
ほ
ぼ
一
六
〇
年
も
の
間
、
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
ま
で
、
柳
沢
家
内
部
で
し
か
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
史
料
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宮
川
氏
が
島
田
駒
男
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て

次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

九
州
秋
月
藩
の
故
実
学
者
坂
田
諸
遠
は
、
吉
保
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
頃
か
ら
、『
楽
只
堂
年
録
』
の
借
覧

を
幾
度
も
願
い
出
た
。
し
か
し
叶
わ
ず
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
な
り
よ
う
や
く
縦
覧
が
か
な
っ
た
と
い
う
逸
話
が
残
る（

（1
（

。

坂
田
諸
遠
は
、
後
に
『
楽
只
堂
年
録
』
な
ど
、
柳
沢
家
内
部
の
史
料
を
基
に
「
甲
斐
少
将
吉
保
朝
臣
実
記
」
と
い
う
吉
保
の
伝
記
を
書

く
が
、
出
版
に
は
至
ら
ず
、
い
ま
だ
に
写
本
の
ま
ま
柳
沢
文
庫
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
眠
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
三
年

ま
で
は
『
楽
只
堂
年
録
』
を
柳
沢
家
以
外
の
人
が
参
照
で
き
な
い
状
態
で
、
そ
の
代
わ
り
に
『
松
蔭
日
記
』
の
方
が
広
く
流
布
さ
れ
た

ら
し
い
の
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
写
本
は
四
十
本
以
上
あ

る（
（1
（

。
そ
れ
ら
は
、
近
世
日
本
で
地
理
的
に
も
広
範
に
享
受
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
、
北
は
佐
竹
家
家
臣
の
江
田
助
之
進
が
文
化

十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
写
し
た
写
本
で
、
後
に
秋
田
藩
校
の
明
徳
館
に
あ
っ
た
写
本
で
あ
る
。（
現
在
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
九
曜

文
庫
に
含
ま
れ
て
い
る
）（

（1
（

。
他
は
国
学
者
の
岸
本
由
豆
流
（
一
七
八
九
〜
一
八
四
六
）（

（1
（

や
、
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
〜
一
八
四
三
）
の
弟

子
で
あ
っ
た
中
根
雪
江
（
一
八
〇
七
〜
一
八
七
七
）
も
写
本
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
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『
松
蔭
日
記
』
が
初
め
て
活
字
に
な
っ
た
の
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
で
、
近
藤
圭
造
（
一
八
三
二
〜
一
九
〇
一
）
が
『
存
採
叢

書
』
と
い
う
叢
書
に
入
れ
た
。

　
『
松
蔭
日
記
』
が
流
布
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
、
と
思
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
語
り
手
の
言
葉
に
あ
る
。『
松
蔭
日
記
』
最
後
の

巻
「
月
花
」
で
は
、
語
り
手
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

千ち

よ代
も
頼た

の

む
松
の
木こ

か
げ陰
に
書か

き
集あ

つ

む
る
言こ

と

の
葉
は
、
行ゆ

く
末す

ゑ

遠と
お

く
散ち

り
失う

せ
ず
し
て
、
我わ

れ

も
人
も
仰あ

ふ

ぎ
伝つ

た

へ
ん
程ほ

ど

、
い
と
頼た

の

も
し

う
限か

ぎ

り
も
あ
ら
じ
か
し
。（
宮
川
『
松
陰
日
記
』
1064

－

1065
頁
）

宮
川
氏
が
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
の
「
松
」
は
「
松
平
」
の
意
味
で
、
柳
沢
家
は
綱
吉
か
ら
「
松
平
」
の
姓
を
賜
り
、
そ
の
「
木

陰
」
に
与
っ
て
生
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
語
り
手
は
、『
松
蔭
日
記
』
に
書
い
た
こ
と
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

ず
、
行
く
末
遠
く
自
身
も
他
人
も
伝
え
て
い
く
の
は
頼
も
し
い
限
り
の
こ
と
よ
、
と
言
う
。

　

そ
し
て
語
り
手
が
希
望
し
た
と
お
り
、
実
に
様
々
な
人
が
『
松
蔭
日
記
』
を
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
見
て
み

よ
う
。

　

ま
ず
は
、
柳
沢
家
の
人
々
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
荻
野
文
庫
本
が
、
町
子
が
生

ん
だ
吉
保
四
男
の
柳
沢
経
隆
の
旧
蔵
本
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
は
一
つ
の
例
で
あ
る
が（

（1
（

、
特
に
面
白
い
の
は
、『
松
蔭
日

記
』
が
柳
沢
家
養
女
の
寿
量
院
土
佐
子
（
一
六
八
二
〜
一
七
五
八
）
が
書
い
た
日
記
『
石
原
記
』（
一
七
一
七
〜
一
七
一
八
年
執
筆
）
と

『
言
の
葉
草
』（
一
七
三
五
〜
一
七
五
三
年
執
筆
）
に
及
ぼ
し
た
影
響
で
あ
る
。
言
葉
遣
い
と
言
い
、
和
歌
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
文

章
と
言
い
、
土
佐
子
が
書
い
た
物
は
『
松
蔭
日
記
』
に
よ
く
似
て
い
る
。
柳
沢
家
の
子
供
達
は
み
ん
な
和
歌
を
習
い
、
土
佐
子
も
例
外
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で
は
な
い
。
町
子
ほ
ど
和
歌
・
古
典
文
学
の
典
拠
を
日
記
の
文
章
に
溶
か
し
込
む
こ
と
が
な
く
、
町
子
が
書
く
和
文
ほ
ど
推
敲
さ
れ
て

は
い
な
い
が
、
手
本
と
し
て
、
あ
る
い
は
女
性
が
こ
の
よ
う
な
も
の
も
書
け
る
わ
、
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
土
佐
子
の
日
記
を

読
む
と
舞
台
裏
で
『
松
蔭
日
記
』
が
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る（

（1
（

。

　

柳
沢
家
の
人
々
の
他
に
、『
松
蔭
日
記
』
は
和
学
者
や
儒
者
に
も
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者
の
方
は
例
え
ば
京
都
の
文
人
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
伴
蒿
蹊
で
あ
る
。
蒿
蹊
は
『
近
世
畸
人
伝
』
と
い
う
江
戸
時
代
の
一
芸
に
優
れ
た
文
人
や
町
民
百
人
余
り
の
伝
記

を
書
い
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
蒿
蹊
の
本
領
は
和
歌
と
和
文
研
究
で
、『
国く

に
つ

文ふ
み

世よ

よ々

の
跡あ

と

』（
一
七
七

四
年
刊
）
と
い
う
文
章
・
文
体
に
つ
い
て
の
歴
史
論
と
、『
訳う

つ
し
ぶ
み
わ
ら
べ
の
さ
と
し

文
童
喩
』（
一
七
九
四
年
刊
）
と
い
う
文
章
作
法
論
を
著
し
て
い
る
。

和
文
体
の
歴
史
に
興
味
が
あ
っ
た
蒿
蹊
が
、
見
事
な
擬
古
文
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る
『
松
蔭
日
記
』
の
写
本
を
所
蔵
し
て
い
た
の
も
自
然

の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
そ
の
写
本
に
書
き
込
ん
だ
り
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
六
月
成
立
と
思
わ
れ
る
長
文
の
奥
書
を
加
え
た
り

し
た
の
も
、
な
る
ほ
ど
と
理
解
で
き
よ
う
。
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
蒿
蹊
の
書
い
た
奥
書
は
公
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
内
容
は

「
著
者
に
対
す
る
些
か
皮
相
な
罵
倒
を
も
含
む
」
ら
し
い
こ
と
も
興
味
深
い（

（2
（

。
伴
蒿
蹊
の
書
き
入
れ
の
あ
る
写
本
は
二
〇
〇
四
年
に
刊
行

さ
れ
た
岩
波
文
庫
『
松
蔭
日
記
』
の
底
本
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

　
『
松
蔭
日
記
』
は
儒
者
に
も
読
ま
れ
て
い
た
。
広
島
藩
浅
野
家
に
仕
え
た
儒
者
の
頼
春
水
（
一
七
四
六
〜
一
八
一
六
）
は
そ
の
一
人
で

あ
っ
た
。
頼
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ず
っ
と
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ
る
上
智
大
学
の
ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ッ
ヒ
・
オ
カ
氏
の
ご
教
示

を
賜
っ
て
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
頼
春
水
は
、
江
戸
か
ら
広
島
へ
、
妻
の
静
に
『
松
蔭
日
記
』
の
写
本
を
送
り
、
そ
の
写
し
を
作
る
よ
う

に
と
求
め
た
ら
し
い（

（2
（

。
静
が
書
い
た
『
梅
颸
日
記
』
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
一
月
十
日
に
「
晴
、
陰
。
加
母
來
賀
。
松
陰
日
記
、
寫

初
」
と
『
松
蔭
日
記
』
の
書
き
写
し
作
業
に
入
り
、
七
日
後
の
一
月
十
七
日
に
「
陰
。
自
大
坂
書
狀
至
ル
、
當
三
日
出
。（
略
）
松
蔭
日

記
、
寫
終
」
と
早
く
も
数
巻
を
写
し
終
え
た
よ
う
で
、
同
年
三
月
四
日
に
「
江
戸
・
大
坂
書
狀
出
す
、
江
戸
へ
松
蔭
日
記
添
ル
」
と
江
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戸
に
い
る
夫
春
水
に
送
っ
た
。
春
水
の
方
は
、
す
ぐ
に
読
ん
だ
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
、『
春
水
日
記
』
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
七
月

二
十
九
日
条
の
「
雨
。
松
蔭
日
記
卒
業
」
に
よ
る
と
読
み
終
え
た
の
は
十
四
年
後
、
退
任
・
帰
国
し
た
後
の
あ
る
雨
の
日
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
『
梅
颸
日
記
』
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
三
月
十
七
日
の
条
で
「
晴
。
進
藤
へ
、
寫
物
松
蔭
日
記
遣
す
」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
結
局
頼
家
の
『
松
蔭
日
記
』
の
写
本
は
、
春
水
・
静
の
娘
「
十と

お

（
一
七
八
九
〜
一
八
二
六
）」
が
嫁
い
だ
進
藤
家
へ
と
遣
わ

す
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
春
水
は
な
ぜ
『
松
蔭
日
記
』
を
読
み
た
が
っ
て
い
た
の
か
、
読
み
終
え
た
印
象
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
な
ど
、
彼
の

『
春
水
日
記
』
に
一
言
も
書
い
て
く
れ
な
か
っ
た
。
儒
者
で
あ
る
春
水
が
女
性
に
よ
る
和
文
で
書
か
れ
た
書
物
へ
ど
の
よ
う
に
興
味
を

持
っ
た
の
か
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
吉
保
は
自
邸
に
二
十
人
ほ
ど
の
学
者
を
召
し
抱
え（

（2
（

、
そ
の
学
者
に
は
荻
生

徂
徠
を
は
じ
め
と
す
る
数
人
の
儒
者
も
い
た
こ
と
で
あ
る
。
春
水
は
、
広
島
藩
浅
野
家
お
抱
え
の
儒
者
と
し
て
、
柳
沢
家
の
学
者
達
の

様
子
に
興
味
が
あ
っ
た
と
想
像
に
難
く
な
い
。
春
水
は
、
そ
の
「
抱
え
主
」
の
吉
保
に
も
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ

う
に
、
吉
保
は
綱
吉
の
側
近
な
い
し
側
用
人
と
し
て
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
の
で
、
春
水
は
、
柳
沢
家
が
そ
の
家
格
以
上
に
権
力
を
振

る
え
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
、『
松
蔭
日
記
』
を
読
ん
で
そ
の
背
景
を
探
ろ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い（

（2
（

。

　

伴
蒿
蹊
、
頼
春
水
の
他
に
、
著
名
人
で
『
松
蔭
日
記
』
を
写
し
た
り
所
蔵
し
た
り
し
て
い
た
人
に
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
〜
一
八
二

三
）
が
あ
り
、「
大
田
覃ふ

か
し

」
と
し
て
写
し
た
写
本
は
静
嘉
堂
文
庫
に
入
っ
て
い
る
。

　
『
松
蔭
日
記
』
が
流
布
し
た
過
程
に
つ
い
て
、
正
直
に
い
う
と
私
の
力
不
足
で
調
べ
切
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
後
の
若
い
研

究
者
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

　

日
本
語
圏
の
読
者
は
さ
て
お
き
、
で
は
英
語
圏
の
読
者
に
と
っ
て
『
松
蔭
日
記
』
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
私
は
日
本
語
の
本
文
が
読
め
な
い
読
者
の
た
め
に
『
松
蔭
日
記
』
を
訳
し
て
み
た
の
で
、
そ
の
訳
に
つ
い
て
少
々
ご
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説
明
し
た
い
と
思
う
。

『
松
蔭
日
記
』
の
英
語
圏
読
者

　

宮
川
・
池
田
両
氏
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
徳
川
実
紀
』
が
『
松
蔭
日
記
』
を
採
録
し
て
い
る
記
事
は
二
十
箇
所
に
上

る（
（2
（

。
幕
臣
や
大
名
家
臣
が
『
松
蔭
日
記
』
の
写
本
を
作
っ
た
り
作
ら
せ
た
り
し
た
事
実
も
示
す
よ
う
に
、
日
本
で
は
『
松
蔭
日
記
』
は

こ
れ
ま
で
歴
史
的
事
実
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
か
ら
と
い
う
点
で
重
視
さ
れ
て
き
た
。

　

が
、
英
語
圏
の
読
者
に
と
っ
て
、
綱
吉
や
公
弁
法
親
王
な
ど
の
御
成
の
正
確
な
日
付
、
お
供
を
さ
れ
た
幕
臣
の
名
前
や
官
職
、
人
々

が
交
わ
し
た
贈
答
品
の
種
類
や
量
の
多
さ
、
そ
の
い
わ
ば
「
元
禄
の
消
費
文
化
物
語
」
的
な
様
子
は（

（2
（

、
私
の
予
想
で
は
あ
る
が
、
あ
ま

り
興
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
歴
史
的
事
実
を
正
確
に
伝
え
る
書
物
と
し
て
、
私
は
英
訳
を
作
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

女
性
が
書
い
た
文
学
作
品
と
し
て
、
作
者
が
作
っ
た
語
り
手
の
声
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
事
に
語
り
通
し
た
こ
と

の
方
に
、
英
語
圏
の
読
者
は
感
心
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
声
を
で
き
る
だ
け
英
語
で
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
と
努
め
て
き
た
。

　

英
語
圏
の
読
者
に
と
っ
て
、『
松
蔭
日
記
』
に
惹
か
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
こ
の
作
品
が
『
源
氏
物
語
』
の
流
れ
を
く
む
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
知
識
が
い
か
に
日
本
女
性
に
文
芸
的
生
産
の
た
め
の
材
料
を
与
え
た
か
、
そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
そ

し
て
町
子
の
場
合
、
側
室
と
し
て
の
物
質
的
な
裕
福
さ
を
吉
保
が
与
え
て
く
れ
た
こ
と
を
町
子
の
『
松
蔭
日
記
』
は
鮮
や
か
に
示
す
も

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
語
り
手
が
『
松
蔭
日
記
』
を
通
し
て
『
源
氏
物
語
』、『
伊
勢
物
語
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
に
始
ま
る
勅
撰

和
歌
集
、
二
十
一
代
集
の
和
歌
を
実
に
た
く
さ
ん
引
用
し
・
引
喩
に
用
い
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
紫
式
部
が
『
源

氏
物
語
』
で
中
国
の
古
典
に
つ
い
て
ほ
の
め
か
す
よ
う
に
、『
松
蔭
日
記
』
の
語
り
手
も
し
ば
し
ば
中
国
の
古
典
を
引
用
す
る
。
巻
第
一

「
む
さ
し
野
」
で
は
、『
中
庸
』
と
『
韓
非
子
』
が
引
用
さ
れ
、
巻
第
三
十
「
月
花
」
で
は
最
も
多
く
、『
列
子
』、『
世
説
新
語
』
巻
二
十
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三
の
「
剡
溪
訪
戴
」
の
話
、「
桃
源
郷
」
と
い
う
詩
、『
老
子
』、『
後
漢
書
』
な
ど
、
町
子
の
教
養
の
深
さ
が
い
や
に
な
る
く
ら
い
読
者

に
み
せ
び
ら
か
さ
れ
て
い
る
。

　
『
松
蔭
日
記
』
を
訳
し
た
の
に
は
、
も
う
一
つ
理
由
が
あ
る
。
日
本
の
近
世
文
学
を
日
本
語
が
母
語
で
は
な
い
学
生
に
教
え
よ
う
と
す

る
場
合
、
素
晴
ら
し
い
英
訳
集
は
数
冊
あ
る
。
最
も
有
名
な
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
氏
の
編
集
に
よ
る
『Early 

M
odern Japanese Literature: An Anthology, 1600

－1900

』
と
い
う
二
〇
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
冊

で
あ
る（

（2
（

。
が
そ
の
一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
う
ち
に
女
性
の
語
っ
た
作
品
は
た
っ
た
三
ペ
ー
ジ
で
、『
お
あ
む
物
語
』
の
英
訳
で
あ
る
。
二
〇

一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ス
ミ
エ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
の
編
集
に
よ
る
『An Edo Anthology: Literature From

 Japan’s M
ega-C

ity, 1750

－1850

』
も
同
様
で
あ
る（

（2
（

。
四
百
五
十
ペ
ー
ジ
の
う
ち
に
、
た
っ
た
十
ペ
ー
ジ
が
、
女
性
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
の
英
訳
と
し

て
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ッ
ヒ
・
オ
カ
氏
に
よ
る
、
只
野
真
葛
の
『
奥
州
話
』（
一
八
一
八
年
成
立
）
の
部
分

訳
で
あ
る
。
他
に
、
大
田
垣
蓮
月
（
一
七
九
一
〜
一
八
七
五
）
と
野
村
望
東
尼
（
一
八
〇
六
〜
一
八
六
七
）
に
よ
る
四
首
の
和
歌
の
英

訳
も
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
英
語
圏
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
近
世
文
学
作
品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
、
女
性
作
家
は

な
ぜ
か
不
在
で
あ
る
。

　
「
姿
の
見
え
ぬ
近
世
女
性
」
と
い
う
の
は
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
日
本
史
の
世
界
で
問
題
視
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
き
た（

（2
（

。
日
本
文

学
の
世
界
で
も
、
門
玲
子
氏
は
、
一
九
九
八
年
に
出
版
さ
れ
た
画
期
的
な
著
書
『
江
戸
女
流
文
学
の
発
見
』
の
中
で
、
戦
後
創
造
さ
れ

た
江
戸
文
学
と
い
う
分
野
に
お
け
る
女
性
の
不
在
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
雅
・
俗
と
い
う
原
動
力
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
論
じ
て
い
る
。
女
性
は
、
戯
作
の
よ
う
な
大
衆
的
ジ
ャ
ン
ル
を
読
者
と
し
て
消
費
し
た
が
、
書
い
た
の
は
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
ほ

と
ん
ど
が
「
優
雅
」
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
記
（
井
上
通
女
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
あ
る
）、
擬
古
物
語
（
た
と
え
ば
荒
木

田
麗
女
）、
漢
詩
（
た
と
え
ば
柳
沢
家
に
務
め
て
い
た
内
田
桃
仙
や
、
頼
山
陽
と
交
流
が
深
か
っ
た
江
間
細
香
な
ど
）、
和
歌
（
た
と
え
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ば
正
親
町
町
子
の
異
母
妹
と
思
わ
れ
る
祇
園
梶
子
な
ど
）
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た（

（3
（

。
俳
諧
で
さ
え
も
、
芭
蕉
流
の
俳
諧
が
雅
に
変
化
し

て
い
っ
た
頃
に
は
女
性
の
参
加
が
顕
著
に
な
っ
た
。
門
氏
は
、
日
本
で
戦
後
に
ま
ず
価
値
を
認
め
ら
れ
、
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
俗
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
雅
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
無
視
さ
れ
た
の
は
女
性
の
文
化
生
産
だ
け
で
な
く
、
雅

の
文
芸
生
産
全
体
だ
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

江
戸
時
代
の
文
化
領
域
に
お
け
る
女
性
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
未
解
明
な
点
が
沢
山
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
彼
女
た
ち
の
存
在

を
無
視
し
続
け
る
こ
と
は
、
そ
の
時
代
の
文
学
を
、
現
在
の
読
者
に
も
、
ま
た
未
来
の
読
者
に
も
誤
っ
て
伝
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
『
松
蔭
日
記
』
の
英
訳
を
試
み
た
。
女
性
が
含
め
ら
れ
た
近
世
日
本
文

学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
若
い
研
究
者
の
今
後
の
研
究
成
果
に
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
英
語
圏
読
者
の
た
め
に
英
訳
を
作
成
す
る
過
程
で
、『
松
蔭
日
記
』
の
本
文
に
何
が
見
え
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
少
し
触
れ

て
み
た
い
。

　
『
松
蔭
日
記
』
を
通
し
て
、
語
り
手
は
登
場
す
る
幕
臣
の
役
職
名
を
使
用
し
な
い
。「
大
名
」、「
老
中
」、「
若
年
寄
」
な
ど
の
役
職
名

は
一
切
出
て
こ
な
い
。
代
わ
り
に
語
り
手
は
大
名
の
こ
と
を
「
国
の
主
」、
老
中
を
「
執
政
五
人
」、
そ
し
て
若
年
寄
を
「
執
事
四
人
」、

と
言
う
。
気
が
つ
け
ば
、『
松
蔭
日
記
』
に
は
「
江
戸
」
と
い
う
地
名
が
一
度
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
こ
で
の
出
来
事
は
「
東

あ
づ
ま

に
」
起
き
た
こ
と
と
し
て
描
か
れ
る
。
将
軍
綱
吉
は
「
公
方
」
で
は
な
く
「
御
所
」
で
、「
御
成
に
な
る
」
の
で
は
な
く
「
お
は
し
ま

す
」
あ
る
い
は
「
わ
た
ら
せ
給
う
」
の
で
あ
る
。「
江
戸
城
」
や
「
お
城
」
さ
え
も
一
度
も
出
て
く
る
こ
と
が
な
く
、
吉
保
の
仕
事
柄
の

「
登
城
」
や
「
下
城
」
も
「
参
り
給
う
」、「
登
り
給
う
」
あ
る
い
は
「
下お

り
さ
せ
給
う
」、「
帰
り
給
う
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
表
現
を
英
語
に
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
主
語
や
目
的
語
が
な
い
と
文
章
が
成
り
立
た
な
い
た
め
、「w

ent up

」
だ
け
で
は
だ
め
。「H

e 

w
ent up to the C

astle

」
と
か
「he returned hom

e

」
の
よ
う
に
訳
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
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し
か
し
英
訳
特
有
の
問
題
よ
り
も
っ
と
大
事
な
の
は
、
語
り
手
は
な
ぜ
「
江
戸
」
や
「
お
城
」、「
将
軍
」
や
「
公
方
」、
幕
府
の
役
職

名
な
ど
を
わ
ざ
と
避
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
者
町
子
と
し
て
そ
の
選
択
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

町
子
が
選
ん
だ
言
葉
、
語
り
手
に
語
ら
せ
た
見
事
な
擬
古
文
は
、『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
宮
廷
文
学
の
再
現
で
あ
り
、
作
者
と
し
て

宮
廷
女
房
に
完
全
に
成
り
済
ま
す
方
法
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
町
子
は
実
際
十
四
歳
か
十
五
歳
こ
ろ
よ
り
ず
っ
と
武
家
社
会
の
中
に

暮
ら
し
た
が
、
や
は
り
公
家
の
女
性
と
し
て
の
特
権
意
識
が
最
後
ま
で
強
か
っ
た
。
徳
川
幕
府
よ
り
宮
廷
の
方
は
上
、「
東あ

づ
ま

」
に
武
家

の
側
室
に
な
る
た
め
に
自
分
は
下
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
私
は
、
非
の
打
ち
所
の
な
い
方
、
光
源
氏
の
よ
う
な
「
我
が
御
前
」
に
巡

り
合
い
、
お
仕
え
を
し
た
、
と
い
う
解
釈
も
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
局
「
我
が
御
前
」
柳
沢
吉
保
の
栄
華
を
語
る
過
程
は
、

書
き
手
町
子
に
と
っ
て
自
分
が
お
か
れ
た
境
遇
を
振
り
返
る
、
と
き
に
は
言
祝
ぐ
よ
う
に
書
き
換
え
る
過
程
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
付
記
）

特
別
講
演
当
日
そ
し
て
拙
論
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
多
く
の
ご
教
示
と
ご
訂
正
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
お
名
前
を
す
べ
て
列
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
宮
川
葉
子
氏
に
は
三
十
余

年
も
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
助
言
、
ご
批
正
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
私
の
拙
い
日
本
語
を
快
く
直
し
て
く
れ
た
幾
浦
裕
之
氏
に
深
謝
す
る
。

【
注
】

（
1
）	

女
房
の
役
割
、
意
識
、
文
化
生
産
に
つ
い
て
、
田
渕
句
美
子
『
女
房
文
学
史
論
―
王
朝
か
ら
中
世
へ
―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
2
）	

仲
子
は
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
岷
江
入
楚
』（
一
五
九
八
年
完
成
）
を
ま
と
め
た
中
院
通
勝
（
一
五
五
六
〜
一
六
一
〇
）
の
娘
で
、
彼
女
の
数
奇
な
人
生
に
つ
い
て
は
、
拙

著An Im
perial C

oncubine’s Tale: Scandal, Shipw
reck, and Salvation in Seventeenth-C

entury Japan （N
ew

 York:  C
olum

bia U
niversity Press, 2013

）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
3
）	

宮
川
葉
子
「
楽
只
堂
と
『
源
氏
物
語
』
―
正
親
町
町
子
と
松
蔭
日
記
を
中
心
に
」、『
源
氏
物
語
の
探
求
』
第
十
五
輯
（
風
間
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
、
宮
川
葉
子
『
柳

沢
家
の
古
典
学
（
上
）
―
「
松
陰
日
記
」』（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
上
野
洋
三
（
校
注
）『
松
蔭
日
記
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
497
〜
510
頁
、
や
島
内
景
二
『
柳
沢
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吉
保
と
江
戸
の
夢
―
元
禄
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
開
幕
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
113
〜
155
頁
を
参
照
。

（
4
）	

宮
川
『
柳
沢
家
の
古
典
学
（
上
）
―
「
松
陰
日
記
」』
1115
〜
1119
頁
。

（
5
）	
宮
川
、
前
掲
注
の
「
凡
例
」
19
頁
で
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、「
ひ
ら
が
な
が
続
き
意
味
が
と
り
に
く
い
箇
所
に
は
漢
字
を
宛
て
、
そ
の
場
合
、
原
本
の
仮
名
書
き
は
ル
ビ
と
し

て
残
し
た
」
と
さ
れ
る
。
本
論
に
載
せ
た
引
用
は
す
べ
て
宮
川
氏
の
翻
刻
を
忠
実
に
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

（
6
）	
極
め
て
初
歩
的
な
分
析
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。「
語
り
」
や
「
語
り
手
」
に
つ
い
て
の
徹
底
し
た
研
究
は
陣
野
英
則
『
源
氏
物
語
の
話
声
と
表
現
世
界
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

〇
四
年
）
を
参
照
。

（
7
）	

『
楽
只
堂
年
録
』
元
禄
四
年
三
月
二
十
二
日
条
。『
徳
川
実
紀
』
元
禄
四
年
三
月
二
十
二
日
条
。

（
8
）	

『
楽
只
堂
年
録
』
元
禄
十
一
年
九
月
三
日
条
。『
徳
川
実
紀
』
元
禄
十
一
年
九
月
三
日
条
。

（
9
）	

上
野
洋
三
（
校
注
）『
松
蔭
日
記
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
付
「
解
説
」
に
よ
る
と
『
松
蔭
日
記
』
中
「
省
筆
」
は
合
計
76
例
あ
る
。
省
筆
と
い
う
叙
述
法
に
つ
い
て
は
、

田
村
隆
『
省
筆
論
「
書
か
ず
」
と
書
く
こ
と
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
が
詳
し
い
。

（
10
）	

宮
川
『
柳
沢
家
の
古
典
学
（
上
）
―
「
松
陰
日
記
」』
の
「
解
説
」
32
頁
、
注
（
12
）。

（
11
）	 R

ebekah C
lem

ents 「Speaking in Tongues?  D
aim

yo, Zen M
onks, and Spoken C

hinese in Japan, 1661

－1711

」『Journal of Asian Studies

』
七
六
巻
三
号
（
二
〇

一
七
年
）
606－

607
頁
。

（
12
）	

国
文
学
研
究
資
料
館
・
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp:// dbrec.nijl.ac.jp/ K

TG
_ W

_498691  

を
参
照
。

（
13
）	

早
稲
田
大
学
図
書
館
・
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps:// w

w
w.w

ul.w
aseda.ac.jp/ kotenseki/ search.php? cndbn=%

20松
陰
日
記

%
20&

szlm
t=31

を
参
照
。

（
14
）	

平
成
二
十
七
年
十
一
月
、「
江
戸
後
期
写
・
四
冊
」
と
し
て
『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
』
140
番
に
収
録
（
6
頁
、
写
真
51
頁
）、
現
在
の
所
蔵
先
は
不
明
で
あ
る
。

（
15
）	

島
内
景
二
『
柳
沢
吉
保
と
江
戸
の
夢
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
19
頁
は
「『
松
蔭
日
記
』
の
存
在
に
よ
っ
て
、
吉
保
と
国
学
を
結
ぶ
か
す
か
な
地
下
水
脈
が
見
え
て
く
る
」

と
指
摘
。

（
16
）	

宮
川
『
柳
沢
家
の
古
典
学
（
上
）
―
「
松
陰
日
記
」』
1066
頁
、
注
（
11
）。

（
17
）	

九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
萩
野
文
庫
本
は
、
上
野
洋
三
氏
校
注
『
松
蔭
日
記
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
の
対
校
本
と
し
て
使
用
さ
れ
、
上
野
氏
「
解
説
」
511
頁
に
よ

る
と
、
全
四
冊
の
各
冊
に
「
越
後
黒
川
藩
鳥
羽
氏
家
蔵
」
の
黒
印
が
捺
さ
れ
、
黒
川
藩
の
最
初
の
大
名
は
正
親
町
町
子
の
上
の
息
子
柳
沢
経
隆
で
あ
る
か
ら
「
藩
祖
の
母
の
手

に
な
る
本
書
が
、
伝
写
保
存
さ
れ
た
か
と
想
像
す
る
」。
書
中
十
箇
所
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
、
原
著
の
原
注
と
別
に
「
私
云
」
と
し
て
簡
単
な
語
注
も
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
18
）	

柴
桂
子
『
黒
田
土
佐
子
著
「
石
原
記
」「
言
の
葉
草
」
―
大
名
夫
人
の
日
記
―
』（
桂
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
19
）	

伴
蒿
蹊
に
つ
い
て
、
河
野
貴
美
子
他
編
『
日
本
「
文
」
学
史　

第
三
冊　
「
文
」
か
ら
「
文
学
」
へ
―
東
ア
ジ
ア
の
文
学
を
見
直
す
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
の

田
中
康
二
「
和
文
の
文
章
論
と
和
文
集
」
や
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
「
日
本
の
近
世
化
に
お
け
る
言
語
発
見
と
俗
語
訳
」
を
参
照
。

（
20
）	

上
野
洋
三
（
校
注
）『
松
蔭
日
記
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
の
「
解
説
」
511
頁
。

（
21
）	

他
人
が
作
っ
た
写
本
に
伴
蒿
蹊
が
書
き
込
ん
だ
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
写
本
の
書
写
も
伴
蒿
蹊
の
手
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
上
野
氏
の
解
説
か
ら
は
私
は
読
み
取
れ
ず
、
ご

教
示
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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（
22
）	 B

ettina G
ram

lich- O
ka 「Tokugaw

a W
om

en and Spacing the Self

」『Early M
odern Japan: An Interdisciplinary Journal

』
十
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
56
頁
。（http://

hdl.handle.net/1811/24280  

参
照
。）

（
23
）	
宮
川
『
柳
沢
家
の
古
典
学
（
上
）
―
「
松
陰
日
記
」』
の
「
解
説
」
50
頁
。

（
24
）	

こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院
の
尾
崎
安
央
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（
25
）	

宮
川
葉
子
、
池
田
友
美
「「
徳
川
実
紀
」
と
「
松
蔭
日
記
」」『
国
際
経
営
・
文
化
研
究
』
十
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
190－

161
頁
。

（
26
）	

「
元
禄
の
消
費
文
化
物
語
」
は
岩
波
文
庫
本
『
松
蔭
日
記
』
の
裏
表
紙
に
よ
る
。

（
27
）	 H

aruo Shirane, ed., Early M
odern Japanese Literature: An Anthology, 1600

－1900 （N
ew

 York:  C
olum

bia U
niversity Press, 2002

）.

（
28
）	 Sum

ie Jones, w
ith K

enji W
atanabe, ed., An Edo Anthology: Literature From

 Japan’s M
ega-C

ity, 1750

－1850 （H
onolulu:  U

niversity of H
aw

ai’i Press, 2013

）. 

二
〇
二
〇
年
二
月
、Sum

ie Jones and A
dam

 L. K
ern, w

ith K
enji W

atanabe, ed., A K
am

igata Anthology: Literature from
 Japan’s M

etropolitan C
enters, 1600

－

1750 

も
同
ハ
ワ
イ
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
予
定
。

（
29
）	

例
え
ば
林
玲
子
編
『
女
性
の
近
世
』（『
日
本
の
近
世
』
第
十
五
巻
・
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）
の
「
序
章
」、
9 －

16
頁
。

（
30
）	

内
田
桃
仙
（
一
六
八
一
〜
一
七
二
〇
）
に
つ
い
て
、
後
藤
祥
子
、
今
関
敏
子
、
宮
川
葉
子
、
平
舘
英
子
編
『
は
じ
め
て
学
ぶ
日
本
女
性
文
学
史
（
古
典
編
）』
所
収
の
福
島
理

子
「
漢
詩
を
作
っ
た
女
た
ち
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
町
子
と
祇
園
梶
子
に
つ
い
て
、
宮
川
葉
子
「
祇
園
梶
子
試
論
―
正
親
町
町
子
と
の
関
連
か
ら

―
」『
国
際
経
営
・
文
化
研
究
』
二
十
巻
一
号
（
二
〇
一
五
年
十
一
月
）
330－

306
頁
を
参
照
。

（
31
）	

門
玲
子
『
江
戸
女
流
文
学
の
発
見　

光
あ
る
身
こ
そ
く
る
し
き
思
ひ
な
れ
』（
藤
原
書
店
、
一
九
九
八
年
）
12
頁
。
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